
　
　
令
和
３
年
11

月
の
県
知
事
と
市
長
の

懇
談
会
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
県
と
の
関
係
は
。

　
　
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
の
付
属
設
備
の

使
用
料
に
つ
い
て
、
多
く
の
団
体
が
大
幅

な
値
上
げ
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
65

歳
以
上
や
障
が
い
の
あ
る
市
民
が

路
線
バ
ス
や
路
面
電
車
に
通
常
料
金
の
半

額
で
乗
車
で
き
る
ハ
レ
カ
ハ
ー
フ
の
制
度

が
令
和
３
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

難
病
患
者
も
対
象
に
加
え
て
は
。

　
　
外
環
状
道
路
と
中
環
状
道
路
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
の
感
染
拡
大

が
心
配
さ
れ
る
中
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
一
人
当
た
り
10

万
円
相
当
の

未
来
応
援
給
付
の
う
ち
５
万
円
分
は
、
現

金
と
ク
ー
ポ
ン
券
の
選
択
が
可
能
だ
。
費

用
や
手
間
を
考
慮
す
る
と
、
現
金
で
の
給

付
が
良
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
義
務
教
育
に
つ
い
て
、
政
令
市
で
あ
る

本
市
は
、
教
職
員
の
給
与
負
担
な
ど
す
べ
て

を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
県
の
計
画
は
、
事

前
協
議
が
十
分
で
は
な
い
ま
ま
本
市
を
含
め

た
目
標
等
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
知

事
と
市
長
が
互
い
の
総
合
教
育
会
議
に
出
席

し
議
論
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
事
業
の
建
設
事
業
負
担

金
は
、
県
条
例
で
市
負
担
が
50
％
と
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
突

出
し
て
高
く
、
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

事
務
レ
ベ
ル
で
協
議
し
て
い
く
。

　
４
年
度
開
催
予
定
の
岡
山
芸
術
交
流
や
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
県

と
連
携
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
く
。

　
　
減
価
償
却
期
間
を
勘
案
し
た
一
回
当
た

り
の
単
価
を
計
算
し
、
そ
の
25
％
の
金
額
を

非
営
利
利
用
、
50
％
の
金
額
を
営
利
利
用
の

場
合
の
使
用
料
と
す
る
案
で
検
討
し
て
い
る
。

　
よ
く
利
用
さ
れ
る
音
響
機
器
や
照
明
機
器

と
い
っ
た
備
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
セ
ッ

ト
料
金
を
導
入
す
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
料
金
と
な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

　
　
難
病
患
者
に
は
、
難
病
法
に
基
づ
き
特

定
疾
病
医
療
受
給
者
証
が
、
障
害
者
総
合
支

援
法
の
対
象
者
の
場
合
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
対
象
者
が

こ
れ
ら
の
受
給
者
証
に
よ
っ
て
特
定
で
き
る
。

　
交
通
弱
者
の
移
動
を
支
え
る
と
い
う
事
業

の
理
念
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
、
難
病
患
者

の
皆
さ
ん
も
対
象
と
し
て
い
き
た
い
。

　
　
外
環
状
線
の
市
道
藤
田
浦
安
南
町
線
は
、

橋
梁
架
設
を
終
え
国
道
30
号
線
へ
の
接
続
工

事
な
ど
最
終
段
階
で
、
令
和
３
年
度
末
の
供

用
開
始
を
目
指
す
。
県
道
岡
山
赤
穂
線
は
、

Ｊ
Ｒ
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事
が
７
年
度
完
成

予
定
で
、
東
区
宍
甘
か
ら
中
区
土
田
ま
で
の

早
期
供
用
に
取
り
組
む
。
市
道
江
並
升
田
線

は
中
区
内
の
早
期
工
事
着
手
に
向
け
て
用
地

取
得
に
努
め
て
い
る
。

　
中
環
状
線
の
下
中
野
平
井
線
は
４
年
度
に

河
川
内
の
橋
脚
工
事
が
完
了
予
定
。

　
　
対
象
者
や
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
分
か

り
や
す
く
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
全

世
帯
に
配
布
す
る
。
個
々
の
対
象
者
へ
は
、

予
約
方
法
や
接
種
場
所
な
ど
の
案
内
を
同
封

し
た
接
種
券
を
、
２
回
目
接
種
後
８
カ
月
を

経
過
す
る
月
の
前
月
末
ま
で
に
届
く
よ
う
に
、

順
次
月
ご
と
に
発
送
す
る
。

　
接
種
場
所
は
、
市
内
約
３
５
０
の
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
を
基
本
と
し
、
高
齢
者
へ

の
接
種
が
本
格
化
す
る
令
和
４
年
１
月
下
旬

か
ら
は
市
内
中
心
部
で
の
集
団
接
種
も
行
う
。

　
　
ク
ー
ポ
ン
は
１
０
０
％
消
費
に
つ
な
が

る
と
い
う
長
所
が
あ
る
が
、
令
和
４
年
春
の

卒
業
・
入
学
に
間
に
合
う
に
は
３
月
ま
で
に

給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
続
き
的
に
難

し
い
。
ま
た
、
小
さ
な
自
治
体
だ
と
、
自
治

体
内
で
５
万
円
を
使
っ
て
子
ど
も
に
何
か
買

代
表
質
問

４

代
表
質
問

６
会
派
の
代
表
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

代
表
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

工事が進む市道藤田浦安南町線

利
用
し
や
す
く
セ
ッ
ト
料
金
を
導
入

県
市
の
適
切
な
役
割
分
担
を
議
論

難
病
患
者
を
ハ
レ
カ
ハ
ー
フ
対
象
に

環
状
道
路
整
備
で
渋
滞
解
消

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み

※１ 【ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）】

ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させるという概念
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な
値
上
げ
に
な
る
の
で
は

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

市
は
支
援
に
係
る
施
策
を
実
施
す
る
責
務

　
　
子
ど
も
は
地
域
の
未
来
を
担
う
宝
で

あ
り
医
療
費
支
援
策
の
拡
充
は
必
要
だ
。

以
前
、
財
政
全
体
の
枠
の
中
で
考
え
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
岡
山
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
素
案
が
示

さ
れ
た
が
、
意
気
込
み
と
今
後
の
展
望
は
。

ま
た
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
関
連
事
業
の
優
先
度
を
ど
う

考
え
る
か
。

が
心
配
さ
れ
る
中
、

回
目
の
ワ
ク
チ
ン

を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
医
療
的
ケ
ア
の

重
症
度
に
は
幅
が
あ
る
が
、
ど
う
整
理
し

て
い
く
の
か
。
保
育
園
へ
の
受
入
れ
推
進

の
た
め
、
必
要
な
看
護
体
制
な
ど
課
題
に

つ
い
て
検
討
の
場
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
転
職
な

き
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本

市
の
支
援
策
は
。

　
　
平
成
30

年
７
月
豪
雨
を
契
機
に
総
合

的
な
浸
水
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
３
年
間
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

　
　
健
康
寿
命
延
伸
の
主
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
令
和
４
年

度
が
最
終
だ
が
、
今
後
は
。

う
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
広
域
的
に
実
施
す
る
手
法
を
国
で
構
築
し

て
ほ
し
い
が
、
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
現
金
給

付
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
を
出

し
て
お
り
、
国
か
ら
の
回
答
や
正
式
通
知
を

待
っ
て
判
断
し
た
い
。

　
　
現
在
、
外
来
の
医
療
費
助
成
の
対
象
が

小
学
生
ま
で
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
対
象
を

ど
こ
ま
で
伸
ば
す
の
か
、
ま
た
、
小
学
生
の

１
割
負
担
を
こ
の
ま
ま
で
い
く
の
か
、
変
え

る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
条
例
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

シ
ス
テ
ム
改
修
に
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ

れ
る
。
令
和
４
年
の
上
半
期
ま
で
に
は
方
向

性
を
決
め
た
い
が
、
そ
の
際
は
医
師
や
保
護

者
な
ど
の
関
係
者
か
ら
も
話
を
聞
き
た
い
。

　
　
民
間
事
業
者
と
締
結
し
た
協
定
に
基
づ

き
業
務
量
の
調
査
を
行
い
、
課
題
や
改
善
策

を
取
り
ま
と
め
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
３
年
度
末
に
向
け
て
岡
山
市
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

分
野
別
に
工
程
表
を
作
成
し
、
市
民
目
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

４
年
度
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
な
ど
、
市
民
・
事
業
者
が
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
利
便
性
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
を

優
先
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
専
門
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
課
題
整

理
を
行
い
、
令
和
４
年
度
中
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
、
５
年
度
か
ら
入
園
募
集
を
行

い
た
い
。
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
公
立
園
に

は
、
で
き
れ
ば
４
年
度
中
に
は
看
護
師
を
配

置
し
、
保
護
者
の
付
き
添
い
な
し
で
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
調
査
に
よ
る
と
東
京
都
内
の
会
社
員
の

半
数
近
く
が
移
住
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
３

割
以
上
が
３
年
以
内
の
移
住
を
考
え
て
い
る
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提
に
、
都
市
部
と
地
方

の
ど
ち
ら
に
も
生
活
拠
点
を
も
つ
「
二
拠
点

居
住
」
を
志
向
す
る
方
が
多
く
、
移
住
先
は

現
住
居
か
ら
２
時
間
圏
内
を
想
定
し
て
い
る
。

今
の
生
活
を
大
き
く
変
え
な
い
、
「
転
職
な

き
移
住
」
を
望
ん
で
い
る
た
め
、
本
市
と
し

て
は
大
阪
圏
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
早

急
に
具
体
的
な
施
策
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
令
和
５
年
出
水
期

ま
で
に
今
保
白
石
ポ
ン
プ
場
を
供
用
予
定
で

あ
り
、
ま
た
、
５
年
度
末
予
定
で
あ
る
砂
川

の
激
特
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
、
５
年
度
末

に
は
30
年
７
月
豪
雨
時
に
床
上
浸
水
し
た
戸

数
の
約
70
％
が
解
消
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
促
進
に
取
り
組
み
、
組
織
率
は
約
94
％
へ

向
上
し
た
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
垂

直
避
難
の
可
否
が
判
断
で
き
る
よ
う
、
浸
水

ラ
ン
ク
を
「
２
〜
３
ｍ
未
満
」
「
３
〜
５
ｍ

未
満
」
と
し
た
。
ま
た
、
用
水
路
の
事
前
水

位
調
整
を
笹
ケ
瀬
川
の
西
側
に
も
拡
大
中
で
、

３
年
８
月
の
長
雨
時
に
も
効
果
を
発
揮
し
た
。

　
　
平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

一
定
の
寄
与
が
あ
っ
た
。

　
４
年
度
は
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
な
く
な
る

が
健
康
的
な
習
慣
を
継
続
で
き
る
事
業
を
検

討
し
て
い
る
。
併
せ
て
最
終
の
効
果
検
証
を

行
い
、
５
年
度
に
開
始
す
る
事
業
の
検
討
材

代
表
質
問

オンライン申請を進めて市民の利便性を向上

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も

保
育
園
受
入
れ
を
進
め
る

子
ど
も
医
療
費
支
援
策

４
年
上
半
期
ま
で
に
方
向
性
を

Ｄ
Ｘ
に
よ
り
「
住
み
や
す
く

躍
動
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
へ

浸
水
対
策
が
大
き
く
進
展

健
康
寿
命
延
伸
事
業
を
継
続

５

※３ 【激特事業】

洪水や高潮等により大きな被害が発生した地域において、再度災害

防止を図るため、概ね５カ年で、緊急に河川改修を行う事業

※２ 【医療的ケア児】

日常生活及び社会生活を営むために恒常的に医療的ケア（人工

呼吸器による呼吸管理、喀痰 ( かくたん ) 吸引その他の医療行為）

を受けることが不可欠である児童

転
職
な
き
移
住
へ
の
施
策
を
検
討

自
由
民
主
党
岡
山
政
隆
会

※
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出
控
え
で
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
や
認
知
機
能
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
。
高
齢
者
同
士
の
交
流
等
を
通

し
て
地
域
で
見
守
る
体
制
が
重
要
で
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
求

め
ら
れ
る
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
で
は
、 

　
①
マ
ス
ク
等
の
支
給
は
あ
る
が
、
現
場

対
応
へ
の
資
金
や
物
資
の
提
供
が
な
い
。

ま
た
、
介
護
現
場
の
状
況
確
認
が
手
薄
と

の
声
を
聞
く
。
早
急
な
対
策
が
必
要
で
は
。

　
②
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
不
足
も
課
題
で
あ

り
、
現
状
の
認
識
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
中
四
国
初
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
学
科
が
岡

山
に
で
き
る
が
、
本
市
は
こ
れ
を
ど
う
捉

え
、
関
わ
り
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
研
究
会
の
設
立
目
的

や
開
催
内
容
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
水
漏
れ
や
破

裂
等
の
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

本
市
の
基
幹
管
路
の
水
管
橋
は
何
箇
所
か
。

　
ま
た
、
ど
う
維
持
管
理
し
て
い
る
か
。

　
　
ご
み
を
減
ら
す
上
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
市
民
一
人
一
人
が
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
、
い
か
に
分
別
を
徹
底
で
き
る
か

だ
。
事
業
系
ご
み
は
増
え
続
け
て
お
り
、

抜
本
的
対
策
が
必
要
。
本
市
の
考
え
は
。

料
と
す
る
。
　

　
こ
の
事
業
は
、
Ｇ
20
岡
山
保
健
大
臣
会
合

の
レ
ガ
シ
ー
の
一
つ
で
も
あ
り
、
施
策
を
途

切
れ
る
こ
と
な
く
実
施
し
て
い
く
。

る
参
加
者
同
士
の
見
守
り
、
活
動
参
加
の
呼

び
か
け
の
依
頼
を
実
施
す
る
。

　
　
①
令
和
３
年
９
月
末
ま
で
は
介
護
報
酬

に
一
律
０
・
１
％
が
上
乗
せ
さ
れ
る
が
、
10

月
分
か
ら
は
県
の
基
金
事
業
で
対
応
予
定
。

現
場
の
状
況
は
、
実
地
指
導
の
機
会
な
ど
で

確
認
し
て
お
り
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

　
②
重
要
課
題
と
認
識
し
、
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
、
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成

離
職
防
止
、
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
や
負

担
軽
減
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
令
和
３
年
度
か
ら
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
産
業
振

興
事
業
補
助
金
を
創
設
し
、
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
・

　
　
す
べ
て
の
高
齢
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
前
の

交
流
・
活
動
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
実
践
さ
れ

て
い
る
活
動
事
例
を
動
画
や
冊
子
で
紹
介
し
、

活
動
再
開
や
社
会
参
加
を
促
す
た
め
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
広
報
を
行
う
。
ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
へ
電
話
や
訪
問
等
に
よ

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
立
地
促
進
や

人
材
育
成
を
目
的
に
市
内
の
Ｉ
Ｔ
系
専
門
学

校
４
校
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
学
科
は
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
に
関
わ
る
人
材
育
成
の
一
端
を
担
う
も

の
で
あ
り
、
人
材
育
成
支
援
を
通
じ
、
企
業

立
地
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　
　
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
の
８
市
５
町
に

倉
敷
市
、
産
学
を
交
え
て
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
研
究
す

る
目
的
で
設
置
し
た
。
第
１
回
は
太
陽
光
発

電
導
入
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
、
第
２

回
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
第
３
回
は

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
検
討
フ
ロ
ー
や
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
化
の
簡
易
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
研
究
し
た
。
今
後
は
、
蓄
電
技
術
や
Ｅ
Ｖ

等
時
代
に
即
し
た
研
究
を
継
続
し
た
い
。

　
　
基
幹
と
な
る
口
径
４
０
０
ミ
リ
以
上
の

水
管
橋
は
橋
梁
添
架
を
含
め
43
カ
所
。
維
持

管
理
は
口
径
２
０
０
ミ
リ
以
上
の
鋼
管
を
対

象
に
99
カ
所
の
点
検
を
５
年
で
一
巡
し
、
塗

装
・
付
属
設
備
の
目
視
点
検
や
管
厚
測
定
等

を
行
う
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
等
の
先
端
技
術

の
導
入
を
検
討
し
点
検
精
度
を
向
上
し
た
い
。

　
　
令
和
３
年
度
に
事
業
系
ご
み
の
組
成
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
紙
類
が
47
％
、
厨
芥
類

（
生
ご
み
等
）
が
23
・
６
％
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
再
資

源
化
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
排
出
業

・

６

代
表
質
問

感染対策を実施しながら交流

脱炭素社会の実現に向けたゼロカーボン研究会

事
例
紹
介
や
参
加
呼
び
か
け
で

高
齢
者
の
交
流
を
再
開
へ

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
Ｉ
Ｔ
系
人
材

脱
炭
素
を
目
指
し
産
官
学
で
研
究
会

先
端
技
術
を
検
討
し
点
検
精
度
向
上

※５ 【橋梁添架】

道路および鉄道などの橋梁に設置すること

※４ 【ｅスポーツ】

コンピューターゲーム、ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技

として捉える際の名称

介
護
現
場
の
資
金
・
人
材
不
足
対
策

自
由
民
主
党
岡
山
市
議
団

リ
サ
イ
ク
ル
で
事
業
系
ご
み
の
減
量

日
本
共
産
党
岡
山
市
議
団

※

５

※

４



　
　
非
正
規
教
員
の
割
合
は
12

％
で
３
年

間
横
ば
い
。
ま
た
、
担
任
を
持
っ
て
い
る

ク
ラ
ス
は
13

％
で
増
加
し
て
い
る
。
特
別

支
援
学
級
も
増
え
て
い
る
。

　
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
行
き
届
い
た
教

育
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
校
教

育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
必
要
教

員
数
を
見
直
し
、
計
画
的
に
正
規
教
員
比

率
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
令
和
３
年
11

月
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の

当
事
者
と
支
援
者
３
０
０
人
以
上
の
つ
ど

い
が
中
国
地
方
で
初
め
て
石
山
公
園
で
開

催
さ
れ
、
結
婚
の
自
由
や
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
権
利
な
ど
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

　
支
援
者
「
ア
ラ
イ
」
を
増
や
す
こ
と
を

え
、
関
わ
り
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
既
存
の
仕
組
み
で
は

政
令
市
の
機
動
的
な
対
応
が
十
分
に
取
れ

な
い
と
い
う
課
題
も
顕
在
化
し
た
。
こ
う

市
の
計
画
に
位
置
づ
け
て
は
。

抜
本
的
対
策
が
必
要
。
本
市
の
考
え
は
。

　
　
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
回
遊

性
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
整
備

だ
け
で
は
な
く
、
道
路
空
間
の
魅
力
ア
ッ

プ
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　
県
庁
通
り
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

し
た
中
、
指
定
都
市
市
長
会
は
特
別
自
治

市
制
度
の
法
制
化
を
国
な
ど
に
求
め
る
提

言
案
を
採
択
し
た
。
個
別
の
権
限
移
譲
だ

け
で
な
く
、
権
限
と
税
財
源
の
一
元
化
が

有
効
だ
と
考
え
る
。
今
後
の
特
別
自
治
市

制
度
実
現
に
向
け
た
展
望
と
思
い
は
。

　
　
国
の
調
査
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
、
中
学
生
の
約
５
・
７
％
、
高
校
生
の

約
４
・
１
％
と
の
結
果
が
出
て
い
る
が
、

本
市
の
実
態
は
ど
う
か
。
把
握
で
き
て
い

な
け
れ
ば
、
早
急
に
調
査
す
べ
き
で
は
。

者
に
対
し
て
資
源
化
物
の
分
別
を
促
し
、
紙

類
や
厨
芥
類
の
再
資
源
化
ル
ー
ト
の
周
知
に

努
め
る
な
ど
、
事
業
系
ご
み
の
減
量
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
正
規
教
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
教
員
の
質
の
担
保
の
観
点

か
ら
、
急
激
に
採
用
数
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
引
き
続
き
安
定
し
た
採
用
を
行
い
な
が

ら
、
正
規
教
員
比
率
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
　
ア
ラ
イ
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
当
事
者

に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
平

成
30
年
度
か
ら
市
職
員
を
対
象
に
研
修
を
実

施
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
市
民
の
方
々

へ
研
修
の
対
象
を
拡
大
し
た
。

　
ア
ラ
イ
育
成
の
重
要
性
は
、
３
年
３
月
に

改
訂
し
た
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
基

本
計
画
に
明
記
し
た
が
、
現
在
改
訂
中
の
第

５
次
さ
ん
か
く
プ
ラ
ン
に
も
、
こ
う
し
た
研

修
に
つ
い
て
盛
り
込
み
た
い
。

　
　
市
民
に
と
っ
て
、
よ
り
有
益
で
あ
る
た

め
特
別
自
治
市
を
実
現
し
た
い
と
考
え
る
。

県
と
の
間
に
も
二
重
行
政
の
問
題
が
あ
り
、

先
日
の
知
事
と
の
対
談
で
、
教
育
問
題
、
産

業
政
策
等
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
産
業
政
策

面
で
は
、
二
つ
の
組
織
が
あ
る
と
お
互
い
に

意
思
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ

る
。
市
民
、
県
民
、
国
民
に
と
っ
て
何
が
最

も
有
益
か
国
会
で
も
十
分
議
論
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
ソ
フ
ト
施
策
を
中
心
に
、
行
っ
て
み
た

い
と
思
わ
せ
る
魅
力
あ
る
空
間
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
現
在
、
沿
道
事
業
者
等
で
組
織

さ
れ
た
県
庁
通
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
テ

ラ
ス
営
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
市
民
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
場
所
に
し
た

い
と
思
う
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
得
な

が
ら
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
把
握
し
、
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
教
育
職
、
福
祉
職
等
、

子
ど
も
本
人
や
世
帯
の
状
況
を
把
握
で
き
る

立
場
の
方
々
に
気
づ
き
を
促
す
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
そ
う
い
っ
た
方
々
へ
の
周
知
、
啓
発

を
兼
ね
た
実
態
調
査
の
実
施
に
向
け
、
関
係

部
局
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

代
表
質
問

アライを育成する職員研修

ハード整備が行われた県庁通り

教
員
の
正
規
化
を
進
め

学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

性
の
多
様
性
を
認
め
合
え
る
市
政
に

県
庁
通
り
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

集
ま
っ
て
楽
し
め
る
空
間
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
へ

７

※６ 【アライ】

性の多様性を正しく理解しＬＧＢＴの当事者を支援する人

※７ 【特別自治市】

権限と税財源を市に一元化することで、大都市特有の行政課題へ

の柔軟な対応を図り、市民サービスを向上させるとともに、圏域

全体の活性化を目指すもの

特
別
自
治
市
実
現
に
向
け
た
議
論
を

お
か
や
ま
創
政
会

※

６

※

７


